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ビオトープの概要

[生息している動物]
メダカ・トウキョウダルマガエル・ニホンアカガエ
ル・ニホンアマガエル・クサガメ・ギンヤンマ　など

[生育している植物］
イネ・ガマ・クロモ・カヤツリグサ・ショウブ・
オナモミ・セリ・オランダガラシ　など

＜児童・生徒＞
・�自然に対する関心や問題を追及しようとする意欲が高
まった。

・�教科や領域などで学んだことを生かす活動を取り入れ
ることにより，問題解決能力が高まった。

・�自然のすばらしさに気づかせることにより，自然を守
り育てようとする心情が高まった。

＜教職員＞
・�教科学習や総合的な学習の教材を得られると共に，児
童と共に自然のすばらしさを共感することができた。

＜保護者・地域住民＞
・�地域を対象にした観察会により，根木名の豊かな自然
環境に対する認識を深め，自然環境を守る心情を啓発
できた。

＜保護者＞
・�毎年２月，児童はビオトープ等での活動報告を行う。
生活科・総合的な学習での児童の発表を通して、保護
者はビオトープについて理解していく。

＜地域住民＞
・�地域の学区連合の協力により，児童の米づくりの支援
を受けている（５年生）。地域の本物の田んぼでの体
験学習で，本校の総合的な学習の中核となっている。
学校の田んぼビオトープも同様に支援を受けている。
今後も地域の協力を得ながら進めていく。

＜その他＞
・�地域には，「ホタルを守る会」などの組織もある。ま
た，成田空港が取り組んでいる「里やまビオトープ」
も，３kmという近距離にある。地域の自然保護団体
や成田空港の里やまビオトープとも連携を考えていき
たい。

　本校の児童は，理科や生活科，総合的な学習を通じ
て，様々な生き物とふれあってきた。そして，普段何気
なく当たり前のように接してきた「根木名のよさ」に気
づくことができるようになってきた。
　地域の谷津で湧水について学んだＡ児は，地域の自然
について次のように書いている。
「わたしが一番びっくりしたことは，根木名に，こんなと
てもきれいで豊かな自然が，数え切れないほどあったこと
です。この自然をこれからも，守っていきたいです。」
　�子どもたちのこのような願いを実現するためにも，
学校ビオトープや地域での自然体験活動を推進し，学ん
だことを生活に生かし，身近な自然に対して進んで働き
かける子どもたちへと成長させていきたい。

【ビオトープの構成】
・田んぼビオトープ
　池，湿地，田んぼ，小川などで構成されている。
・学習林・根木名の森
　クヌギ，コナラ，カエデなどの雑木林で構成されている。

管理·活用する上での､教職員·児童生徒の感想

地域住民・ＮＰＯ・近隣学校等との連携

児童・生徒等の変容

●場所／学校敷地内
●面積／150㎡
●設置者／児童および教職員
●設置した年／2005年
●直近の改修年／2008年
●主な管理者／児童および教職員

【ビオトープをいかした米作り体験活動】【ビオトープでの生きもの探し】
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■児童数／270人　■教職員数／19人　■周辺環境／水田　森林�（平成21年５月１日現在）
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